
審査費用に係わる契約書


○○○（以下、｢甲｣という）と特定非営利活動法人治験ネットワーク福岡（以下、｢乙｣という）は、以下のとおり契約を締結する。
第１条（内容）
甲は、乙の倫理審査委員会（以下「EC」という）に審査を依頼した下記の臨床研究に関する審査業務（以下「本業務」という）について、本業務に係る費用を次条以下に定める内容に従って、乙に直接支払うこととする。

研究課題名： 

研究計画書番号：

第２条（関係法令の遵守）
乙は、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」及びその他の関係法令を遵守して本業務を実施するものとする。
第３条（業務期間）
本業務の期間は、契約締結日から第１条に定める臨床研究（以下「本研究」という）終了までとする。

但し、本研究終了後に審査が発生した場合は、審査が終了するまで延長できるものとする。
第４条（審査等に関する費用）
本業務等に関する費用は、乙が定めた審査時点で有効な「治験ネットワーク福岡　倫理審査委員会　審査料金一覧表」（以下「料金表」という）に基づき乙が算出する。

２　乙は、甲へ本業務の審査結果通知書提出後に請求書を発行し、甲は、定められた期間内に請求書の額を乙に支払わなければならない。
３　乙は、甲の承諾なしに料金表の改定を行うことができる。その場合、本契約に関する費用は、EC審査を行った月において最新の料金表に基づき算出することとする。
第５条（消費税）
甲は、第４条にて算出された額の支払いに際し、消費税を加算した額を支払うものとする。
第６条（支払期限及び支払方法）
甲は、乙の請求書を受理した日から翌月の末日までに乙の指定する口座に支払うものとする。また、振込にかかる手数料は甲が負担する。
第７条（払戻の制限）
乙は、第４条及び第５条の費用は本研究の実効の有無及びその進捗状況にかかわらず、一切払い戻さないこととする。
第８条（守秘義務）
甲及び乙は、本業務の遂行のために開示された相手方の情報について、厳重に秘密を保持し、相互の同意なくこれを第三者に開示・漏洩してはならない。
第９条（損害の賠償）
甲又は乙が、本業務の履行に際し、その責に帰すべき理由により、相手方に損害を与えた場合は、当該の損害の賠償を相手側に請求することができる。
第１０条（管轄の合意）
本契約に関する紛争に係る訴訟については、被告の本店所在地の地方裁判所を第一審の専属的管轄裁判所とすることに合意する。
第１１条（協議事項）
本契約に定めのない事項及び擬義の生じた事項については甲及び乙は誠意をもって協議し、これを解決する。
本契約締結の証として、本契約書２通を作成し甲及び乙が記名捺印の上、各自その１通を保有する。
年　　月　　日

甲　　
　　　　　　　㊞
乙　　福岡県福岡市東区馬出３丁目１番１号
特定非営利活動法人 治験ネットワーク福岡
理事長　　中西　洋一　　　　　㊞
�文言の変更をご希望の場合、履歴を付けた状態で変更案を記載し、メールで事務局へ提示ください。変更可否について検討致します。


�複数枚となる場合には、製本の上、表と裏両方に契印を押印下さい。


甲の押印済み2部を事務局へ送付ください。当法人の押印後1部返送致します。


�特に番号が無いようでしたら、当欄を削除頂いて構いません。


�当法人の押印日が締結日となりますので、空欄のまま送付ください。





本契約は委員会開催日までに締結が必要ですので、余裕をもって送付ください。





